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長崎県石木ダム建設事務所

住所 東彼杵郡川棚町石木郷195-1

電話 0956-82-5109

ホームページ

石木ダム建設事務所 で 検索

もしくは、右ＱＲコードから

水源地域整備計画 ～その３～

前号から引き続き、ダム周辺の整備イメージ（県・市・町による水源地域整備計画）について、

お知らせします。

上流の木場郷には、日向の棚田や豊かな湧水、木場浮立、虚空蔵山など固有の景観・風土が残って

○ダム湖上流域の整備

おり、毎年秋に開催される「木場棚

田だんだんまつり」は、猪レースや

猪汁の提供、木場浮立を楽しみに町

内外から来られた大勢の方で、今も

賑っています。

このような地域資源を活かして、

地域間交流の促進や住民間の親睦を

深めるために、当計画では、県道の

拡幅や水汲場周辺の整備、お祭りや

グラウンドゴルフなど多目的に利用

できる広場を整備したいと考えてい

ます。

また、ダム湖の末端部には、ホタル

などの水生生物とも触れ合える親水

公園を整備することで、周辺一体を

“学習の場”としたり、自然を身近に

感じられるような施設の整備を計画

しています。

こうした自然環境への配慮は、多く

のダムでも実施されており、地元の皆

様のアイデアをいただきながら、今

後、より良い活用方法を検討していく

こととしています。



石木ダムに対するご質問、ご意見等がありましたら下記連絡先にお寄せください。

長崎県 石木ダム建設事務所 電話 0956-82-5109

土木部河川課 電話 095-823-3280

石木ダム建設促進川棚町民の会による

ダムの視察研修が行われました

２月１５日、西坂会長をはじめ１０名の会員の皆さんによって、石木ダム建設促進

に向けた活動の一環としたダムの視察研修が行われました。

笛吹ダム（松浦市）ではダム周辺の整備状況を、相当ダム・山の田ダム（ともに

佐世保市）では水道施設の老朽化等の現状を視察されました。

笛吹川の自然環境の特性を活かして、周辺を「ふれあい」・「展望」・

「紅葉」・「渓流」の４ゾーンに分けて整備しました。

管理棟内の資料室は小中学生の体験型学習などに利用され、ダム

湖周辺に整備した道路では、毎年、市内中学生の駅伝大会が開催

されるなど、ダムの建設に伴って整備した施設が地域で活用されて

います。

佐世保市水道局が管理する６ダムのうち、４つは戦前に建設

されたもので、ダムの付帯設備のほとんどが老朽化しています。

物資に乏しい太平洋戦争末期に建設された相当ダムは、建設後

７３年を経過していますが、耐用年数を超過している取水設備の

改修ができていません。

笛吹
ふえふき

ダム（松浦市志佐町） 管理者：長崎県

志佐川の洪水調節と、県内では唯一の工業用水（松浦

火力発電所）の供給を主な目的として、二級河川志佐

川の支川である笛吹川に建設された多目的ダム。

平成１８年度に完成。

笛吹ダム

相当ダム・山の田ダム

山の田ダムについては、建設後１０９年と耐用年

数を大幅に超過しています。堤体の補強工事は平成

１８年度に実施したものの、施設の内部には、腐食

してボルトを回すこともできない取水バルブや明治

３９年の刻印がなされた導水管などがあり、老朽化

していることがよく分かります。


